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　皆様こんにちは。11月もあと1週間足らずで終わり、師
走も目前に迫り、また一昨日韓国・延坪島(ヨンピョンド)
砲撃事件が起こるなど、何かと気ぜわしくなってきまし
た。2年前の今頃はアメリカの金融危機に端を発した経
済の大混乱が世界中を駆け巡り、以来日本を始めとして
欧米先進諸国は経済の低迷状態から抜け出せない状態
が続いていますが、今年の年末は、果たしてどんな状態
になっているでしょうか。
　ＲＣは地区大会も終わり、次年度へ向け準備がスター
トします。今月はロータリー月間で、第1例会で矢岸ロー
タリー財団委員長から財団についての卓話があり、また
先日の地区大会でも多数の米山奨学生が参加していま
したが、今日は米山奨学会について少し話をさせてくだ
さい。
　先ず、米山は正式には「財団法人ロータリー米山記念
奨学会」といい、日本独自のものです。これは、日本のロ
ータリーの創始者である米山梅吉公の偉業を記念し、後
世に残る有益な事業を立ち上げたい、ということから
1952年に東京ロータリーが発表した「米山基金｣の構想
から始まりました。その内容は、海外から優秀な学生を
日本に招き、勉学を支援するというもので、記録によると、
まだ戦後を引きずっていた当時のロータリアンの思い
が次のように書かれております。「将来の日本に生きる
道は平和しかない。その平和日本を世界に理解させるた
めには、アジアの国々から一人でも多くの留学生を日本

①静岡第２分区次期ガバナー補佐予定者は、御殿場ロ
ータリークラブの水口正宏さん（西方寺住職）です。�  
②中山ガバナーより、地区大会参加のお礼状が届いて
います。�  
③11月21日、伊豆中央ＲＣ創立45周年記念例会に矢野
会長と西本幹事で出席してきました。解体ショウの鮪
が美味しかったです。

「それでこそロータリー」
指揮　石井良衛君

ロータリーソング

佐々木雅浩君

ビジター

幹事報告 幹事　　西本和夫君

“こんにちは、ようこそ”

白鳥　篤君(沼津北ＲＣ）ビジター

に迎え入れて、平和日本を肌で感じてもらうしかない。
それこそ、日本のロータリーに最もふさわしい国際奉
仕事業ではないだろうか」と。二度と戦争の悲劇を繰り
返さないために、国際親善と世界平和に寄与したい、と
いう願いが伝わってきます。
　このように米山奨学会は国際理解と国際親善に寄与
するという大事な役割を担っていると思います。日本
で学んだ米山奨学生達が、日本の良き理解者としてこ
の変化の多い国際社会で活躍することを願っています。



親睦・奉仕の輪を広げよう

（週報担当：柳田英雄）

日本の元国際親善奨学生が宇宙飛行士に

日本人宇宙飛行士で、元国際親善奨学生である山崎直
子さんは、子どものときから宇宙にあこがれていたと
言います。故郷の千葉県松戸市では、毎晩のように星
を観察していましたが、成長するにつれ、映画｢スター・
ウォーズ｣やスペース・シャトルの打ち上げのテレビ
中継によって、山崎さんの熱意はますますかき立てら
れました。 
スペース・シャトル「ディスカバリー」の乗組員とし
て、山崎さんは既に360時間を超える宇宙飛行歴を積
みました。去る4月には、国際宇宙ステーションに向
けた、ディスカバリーによる物資補給ミッションで、
ミッション・スペシャリスト（搭乗運用技術者）とし
て参加しましたが、この経験は山崎さんにとって特に
意味深いものでした。 
「私は、宇宙ステーションの開発チームの一員だった
のです。日本、米国を始めとする15カ国が協力して国
際スペース・ステーションを開発したというのは、実
に感動的でした」 
山崎さんの宇宙飛行士としてのキャリアの選択には、
1994-95年度にロータリー奨学生として国際プロジェ
クトに参加した経験が大きな影響を与えました。山崎
さんは、千葉県の松戸中央ロータリー・クラブから派
遣され、米国メリーランド州のメリーランド大学で宇
宙ロボット工学を学びましたが、そこで一緒に研究を
していた世界中からの学生たちが、日本人の自分より
日本と日本文化をよく知っていたことに驚かされまし
た。この経験は、自分の母国のことだけではなく、客
観的にものを見ることの大切さを教えるものとなりま
した。山崎さんは、この客観性は宇宙飛行士としての
仕事にも大事だと考えています。 
「地球を離れた場所から研究すると、とても学ぶこと
が多いのです」と山崎さんは語ります。 
留学中にはまた、コミュニケーションのスキル、入念
な準備、そしてチームワークの大切さも学んだと言い
ます。これは、1996年に日本の宇宙航空研究開発機構
（JAXA）で宇宙飛行士としてのキャリアを始めたとき
にも生かされました。 
宇宙計画で効率よく情報を共有し、協力し合うには、
コミュニケーションが大事です」と山崎さん。「留学
先で、特に外国語で意思の疎通をしようとする場合も
同じですね」
地球に戻ってからの山崎さんは、NASAへの訪問、宇宙
船の軌道を検討する専門家会議への参加、広報活動な
ど、宇宙飛行の事後活動に携わっています。 
「宇宙ステーションは2020年まで運行される予定です
から、もう一度行けるといいと思います」 

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

委員会報告

①去る10月３日の見晴フェスティバルには前日当
日と２日間にわたりご協力頂きまして、盛況のう
ちに終わる事ができ、本当にありがとうございま
した。
②職業奉仕月間の今月28日は、例会場を変更し、箱
根の里で行います。卓話をJAの伊丹様にお願いし、
「箱根西麓の野菜づくり」というテーマで、お話を
伺うつもりです。今回は農業をめぐって職業奉仕
を考えましょう。

奉仕プロジェクト委員会④社会的規制によるコストアップ．　NOx PM法や首都
圏排ガス規制等で、規制が強化されるたびに車両価格
は大幅値上げになり、既存所有車に対しても対策装置
をつけなければならない等で、運賃は上がらない・対策
車になって積載量が減り生産性は悪化する負担を強い
られています。大型車の最高ｽﾋﾟｰﾄﾞ90ｋｍまでという
ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘﾐｯﾀｰ取付けが義務化され、管理でコントロール
できることに対してまで全く無駄な出費があります。
⑤平成１６年からの燃料高騰．　平成１５年までは軽
油１リットル６２円位（内、軽油引取税32.1円、ローリ
ー買当社購入価格）で安定していましたが、平成１６年
から高騰し２０年のリーマンショックまで続き、ピー
クは１４３円にまでなりました 。当社の使用量では１
０円上がると月１００万円のコストアップで、ピーク
は８５０万円／月のコスト増になりました。今は下が
っているとはいえ９０円台前半で、安定期に比べて１
４５％位になったままです。累計で２億円以上が単価
高騰により社外流失しました。いろいろのコスト増の
中で運賃料金のアップはほとんど無理でしたが、物流
業者として矜持を持ってコツコツと合理化・効率化の
手をうちやってきました。　今話題になっている高速
道路料金に対してトラック協会としての対応をお話し
ます。無料化は大幅なコストダウンにはなるが、混雑し
て高速道路としての機能を失い、業界にとっては効率
化の後退・人件費増・長時間拘束が増える等の観点で反
対しています。今年出た上限定額制にも、現在のいろい
ろな割引をなくしたうえで１運行毎の上限５千円なの
で実質値上げであると反対しています。
安全性優良事業所認定（Gﾏｰｸ）は青地にGと安全認定の
文字が書いてあるステッカーを車両に貼ってあり、平
成16年から始まり、チェック項目が３８あり１００点
満点中８０点以上の会社を認定しているものです。会
社の安全に対する教育・管理体制を表しています。当社
も第１回目にとり２回維持しましたが、バスに追突事
故を起こしたので２年に１回の更新は自粛し次回再申
請します。
少子化による将来の人手不足に対しては、つきまとう
危険性を排除し、魅力ある職種・会社・業界として、適正
運賃料金収受をし健全な経営をして対処します。さも
ないと物流がダメになり、ひいては社会がもたなくな
ります。目立ちませんが世の中の血液として昼夜頑張
っている業界にご理解をお願い致します。

卓　話

物流は社会の血液です

鈴木正二君

ロータリーの精神の一つに職業を通じての社会奉仕が
あると教わりましたが、皆様が普段接することの少な
いトラック運送業界の実情（苦境）をわかって頂けるよ
うにお話ししたいと思います。
結論から言うと「物流は社会の血液です」ということで
す。血液は外からは見えないところで、一所懸命各器官・
細胞のために栄養素・酸素を運んでいます。しかし、そ
の社会の血液がドロドロ状態であったり、貧血・失血と
いった「やばい状態」なのです。皆さんのお仕事も体の
どこかの器官に例えることができると思いますが、そ
れが悪い状態になって不便ということはあっても、血
液がダメになったら、生きていけません。他の器官とは
違います。
なぜそんな状態になってしまったのか。　
①業者数の増加．　バブルのはじけた直後の平成２年
１２月に貨物自動車運送事業法と貨物運送取扱事業法
が物流二法として大きく改変され、免許制から許可制
になり５台で営業許可がとれ新規参入が急増しました。
もちろん倒産･廃業等による退場もありますが、毎年
2,000社位増え1,000社位がやめ1,000社位が純増する
といった感じで２０年間続きました。平成元年度
39,500社だったのが平成１９年度63,100社と1.6倍
23,600社も増え、２０年度初めて減少しました。ガソリ
ンスタンドの閉店が目立ちますが、平成２０年40,347
店だそうで、スタンドの店の数より運送会社が多いと
いう状態です。業界の規模が大きくなるのは伸びてい
る産業という感がありますが、物量の伸び以上に業者
数が増えているところに、供給過剰による市況の悪化・
適正運賃料金の収受ができないという問題があります。
バブル崩壊したのに政策変更をしなかった行政の怠慢
でもあります。　
②小規模零細業者が多い．　１０台以下の業者が56.5%、
２０台以下で括ると78.2%で、100台以上は1.5%しかな
いという業界で、経営体質が不安定であり、安全管理も
十分にできない点もあります。　
③実働部隊を持たない取扱業者の弊害．　親会社の言
いなりで車両を持たないでコスト感覚の育たない物流
子会社や、３ＰＬとしてブランドイメージだけで荷主
獲得し、従来やっていた業者を下請化しているだけの
大手会社が業界発展の障害になっていることがあります。
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